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　真政会では10月11日、 12日に
長岡市で開催された第80回全国
都市問題会議に参加した。テー
マは「市民協働による公共の拠
点づくり」で、東京大学教授の
本郷和人氏より基調講演が行わ
れ、会場のアオーレ長岡を設計
した隈研吾氏の講演も行われた。
　また、11月21日に佐賀県佐賀
市にて下水道汚泥堆肥化事業に

　古河市公明党は昨年 11月、「予
算要望書」を針谷市長に提出し
ました。この「予算要望書」は、
市民生活安定と向上を目指し、
市民の皆さまからいただいたご
意見やご要望、会派で行ってき
た調査・研究を取りまとめ毎年
提出するものです。平成31年度
は「行財政改革・防災・減災・
高齢福祉・障がい福祉・子育て・

ついて視察した。これまで汚泥
は産廃として 1 億円を超える費
用をかけて処理されてきた。堆
肥化し農家に有機肥料として還
元することで有効活用できる。
この施設ではバイオマス発電も
行っており宝を生む施設となっ
ている。そして22日に糸島市に
て来年 3 月開業の糸島高校前駅
を視察した。新駅周辺では区画
整理事業が行われホテルやマン
ションなどが建ち始めている。
新駅設置は地元関係者の悲願で

教育・環境・産業振興」などの
各分野において、101 項目の要
望を提出しました。その後関係
部署からは、各項目に対し回答
をいただいております。
　私たち古河市公明党は、生活
者の視点から「支え合う街づく
り」、「活力と賑わいのある街
づくり」、「安全で快適な街づ
く り 」、「 魅 力 あ る 街 づ く り 」
を目指し、適正な予算の編成と
執行により、要望が古河市政に
反映されるよう、これからも全

あるとともに、開業すると交通
利便性の向上が図られ、大きな
経済効果が期待される。

　黒川　輝男　　鈴木　　隆
　園部　増治　　赤坂　育男

力で取り組んでまいります。

　渡辺　松男　　高橋　秀彰
　佐藤　　稔　　靍見久美子

真　政　会

～会派の活動を報告します～

　古河市議会では会派制をとっています。会派とは議会内に結成された政治信条

を同じくする議員の同志的集合体をいい、政策立案、政策決定および政策提言に

関し、必要に応じて会派内で調整を行い、合意形成に努めます。古河市では 3 名

以上の構成を必要とし、現在 5 つの会派があります。

「糸島高校前」駅視察

予算要望書の提出

古河市公明党


